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古 川 久 雄
はじめに
いいたいことは二点である。 自然の恵み と天与の地理的位置を受 けて人々が作 り出 したこの
地域の森 と海辺と水田の風土 に、.非ヨーロッパ的文化継承がいまも生きていることが一点、 し
か し他方、その生態環境とそこにあ る無数の風土個体を立ち入 ってみると、ヨーロッパ文化の
作 り出 した近代物質文明の禰満の下に現在それ らが全体として爆発的変化に遭遇 している、 し
か も多 くの場面で日本の経済活動がその触媒であること、これが二点 目である。
長い時間をかけて作 られてきた自然と調和的に見える風土、 これ もある時期の急速な開発の
時代 とその後の風土化の時代、そ して次なる開発の時代での急速な変貌 といったサイクルを経
てきたのであって、現在生 じて いる急速な開発 もそ うした歴史の一駒だとみる視点 も勿論あり
うる。人間は己の生存のたあにどうして も他の生命を殺 し、無機的存在 を破壊せざるをえない
ので、生態環境 は人間活動を受 けて絶えず変化 し、また人間社会 も共に変化 していくことは否
定 しようもない。 しか し、現在生 じているこの地域の変貌は過去のそうした変化、いわば定常
的変化、準静的平衡に比べて、爆発的である。ガ ンジーの言葉に、 「自然 は人間の必要を満た
す ことは出来るが、強欲に耐えることはできない」 という一節があるが、現在の変貌 は制御の
利かな くなった強欲が暴走 し、結果 しているという印象を否めない。それは南スラウェシ州の
林地 の開発 に関 して田中耕司 さんが報告 して いるよ うな地方政府 と住民が小 さな利益 を分け
合 って林地の消失を進めている類の変化と異なる。 このスケールの開発はそれなりに定常的で
ある。水田と屋敷林の創出過程で生 まれた風土的規範 を打ち壊す ものではない。 この種の小さ






見逃 してならないのは、環境の大変貌をもた らしている起動力が住民の コン トロール外に
移 っているということだ。世銀やABDや 日本その他の先進国の銀行が強欲の引き金を引いて
お り、事業実施の鍬入れが現地政府のテクノクラー トや政治家 に握 られている。強欲発動の決
定は住民の与 り知 らないはるか遠 くのオフィスで行われ、外部の力が国民国家の仮装をまとっ
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て景観を変貌させてい く。そ してわずか計 りのおすそわけに与 った住民が共犯者に仕立て上げ
られ る。悲 しき熱帯 どころの話ではない。悲 しいかな風土、悲 しき住民規範よ。
1。定常的変化.風 土的規範の形成
いまで も、 この地域には、至 るところっっま しい生活がある。地の塩を掻き集めて塩作 りを
する東北 タイの住民達は、村外れに炭焼 き窯を しっ らえて炭を焼 き、池近 くの田でおけ ら掘 り
を して夕食をにぎわす。 フタバガキ科の落葉の散 りしいた水田をかさこそと歩 きながら、炭焼
きの煙が立ち昇 るのを見ていると、いい景色だなと思わずにはいられない。水田に掘 られた井
戸辺に集 まってバケツー杯の水で水浴びを している女性達の しぐさはっっましさを絵に描いた
感がある。こうしたっっ ましさは自然の生命力と自分達を守る祖霊への感謝とうらはらの関係
にある。その関係を目に見える形に しているのがあちこちにある密生林の一角だ。大木の立っ
祖霊の森 と違 って、 この密生林 は稚樹がびっ しりと立 って いる。元 は墓地や放牧用の草 っ原
だ った ものが多 い。ある日、そこに仏僧が小屋を掛けて修行の生活を始める。村人は僧の修行
を妨げないよう、牛を近 くに追 い込 まな くなる。木の枝採 りや採草 も控える。やがて飛散 した
り鳥に運ばれた木の種が芽を出 し、稚樹が立ち始める。10年もすると10mを超える低木林が密
生す る。
上座部仏教だか ら僧は己の解脱だけを念 じて修行をする。 しか し、その修行が自然の恵みを
引き出す。住民はその自然の恵みが まわ りまわって、自分 と祖霊の安 らぎに も恩恵を与えて く
れると信 じている。 ここにある景観 は実際に自然の生命力とそれへの信仰を具現化 している。
風土的規範が生き、生かされている。
歴史的 に見 ると、風土が作 られていく過程で、生態環境と異質な文明が流入 し、その時点で
は環境の変貌が相当大規模に生 じたことは想像に難 くない。上に挙げた東北タイの例に見える
仏教 自体が、木の文化 と異なる石の文化 と結合 して流入 し、 クメール時代の石造建築物が思想
の永続性、高い抽象度、高い彫琢度への期待 と重な って受容 されているかに見える。その事情
は、 ジャワのク ドゥ盆 地 にボロブ ドゥールやプランバナン、セウ寺院の ような壮麗な石造寺院
が建立 されたとき、スマ トラのパダ ンラワスに石造寺院群が建立されたときも同じであろ う。
この時入ってきた文化 は熱帯多雨林やモンスー ン林に胚胎 し難い石造建築物が特徴的である。
そ して、林が切 り開かれ、水田や農地の一大開拓時期を画 した ことは碑文に記録があ り、また、
バ ンド潅概を目的とした堤や集水池の建造か らも推定 され る。
しか し、この ヒンドゥ文化受容の時代の開発は現在の開発のように強欲 さを正当化す る性格
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を持 って いなかった。その ことは、東北 タイもわずか30年計 り前 までは豊かな林を もっていた
し、イン ドネシアの外島においては15年計 り前まで広大な閉鎖林が広が っていた ことに如実に
示 されている。 ヒン ドゥ文化が もた らした変化 は、二つある。制御 された人智 の働 きかけに
よって自然が恵みを拡大 して くれ ることの認識。そ して、己の今生での幸、不幸は前世の己の
行いによるのだと考えることで、幸 も不幸 も受け入れ、今生に善根を積むことで来生への期待
をっなぎ、諦観と希望の平衡を心に達成すること。 この二っの変化 こそ、いまに続 く風土的規
範の形成に働いてきた ものだ。勿論、その風土的規範の鋳型 として森の世界で特徴づけられる
この地域には土着的な生命原理が存在 したことを見逃すわけにはいかない。自然と人間の間の
物質的 ・精神的エネルギー流 は圧倒的に強い自然の側からの放射が勝 り、人間は他の存在と横
並びの存在に過 ぎないこと、万物が造る生命の網目の一っにすぎないことを人々は体得 してい
た。 この生命原理の上にヒン ドゥ文化が受容 されて心が深 く耕され、風土的規範が形成 されて
きた。
この過程はこの地域の大陸側で も島懊側で も共通だが、その後の経過においては、島撰側に
多数のイスラーム商人が入 り、更に、早い時期 にヨーロッパ人植民者が侵入 したことに見 られ
るように、二っの地填の生態環境 とその産物の違い、地理的位置の違いが色々な面で現れて く
る。島唄側に種 々の異人が到来す るのはその地域が地球上で有数の熱帯多雨林地帯であること、
オース トラリアとの生物的漸移帯を もっことか ら、他の生態区にない特異な産物をもっ ことが
一つの理由、海のシル クロー ドを通 る東西交流の関門を占める地理的位置が もう一っの理 由と
見 られる。
島唄側のこの特徴 は住民の生業構造に鮮明に現れる。かって高谷好一氏が喝破 した如 く、 こ
の地域にはコレクターと港の商人のみがいるというのが生態的生業構造であ った。 コレクター
は竜脳、沈香、白檀、ダマール、 ロタン、コショウ、ニクヅク、丁字、金、サイ角、熊の胆、
ゴクラクチ ョウ、ナマコ、真珠、竈 甲、 白蝶貝、サ ンゴなどを求めて移動する。広大な森、島
を囲む海 は天然の宝庫であ り、住民 はその元金の生む利子を拾 い集めて生計を立て ることが可
能である。農地開拓 は元金に手をっける不利な行為であり、海の幸を強欲に任せて採 り尽 くす、
ことは反社会的行為である。通過型文化が風土的規範 とな り、移動耕作を宣言するポマ リ、海
の幸の移動採集を宣言す るサシが規範順守の 目印となる。ポマ リやサ シを個人の使用権の宣言
と見る見方は個人の権利 に執着 して近代法を作 った ヨーロッパ人の偏見だろう。通過型文化で
は社会全体の福利 と安定が重要な目標であ り、この社会全体の観念 には自然を含めることが大
前提 になっている。当然、ラジャやスルタンもポマ リやサ シの制度を支持 して実効力をもたせ
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る。
この生業構造は結果的に森を保全 した。例えば、ボルネオやスマ トラに1960年代まで残 って
いた森は如実にこの事実を証明 している。私はスマ トラ東岸の湿地林を歩いた ことがあるが、
林の中には住民出材の細い道以外 にも採集用の踏みっけ道が無数にある。航空写真を見 ると、
単調なテクスチ ャーを示す林を縫 って無数の線状模様がある。 この リニエーシ ョンがすべて踏
みっけ道 とはいい切れないが、林内の経験 はそ うか もしれないと思わせるに足 る。痒属極まる
湿地林 といえども実に多数の人が入 って利用 している。林が残 っているのは人々が怠惰である
からで はな くて、林を利用する観点が全 く独特であ って、通過型土地利用が風土的規範 となっ
ているか らだ。未開の森林を直ちにフロンティアと思い、農地を開 くべ しと考えるのはこの地
域の生態生業構造に無知であるか らか、自分の育 った風土的規範を一方的に押 しっける傲岸 さ
か らか、いずれに して も実態に即 していない。
この地域で も早 くか ら森林を失 った島がある。それはジャワ島である。大きな火山島で、水
と土に恵まれて豊かな農地と風通 しのよい高燥な居住地を持っので、人口集中が進んだ。 ここ
は島喚部の食糧供給基地 としての役割が生態的 に決定される。現在、火山中腹部まで農地が広
が り、中腹以上 もほとん ど完全 に人工林景観である。屋敷地、園地は多 くの果樹、ヤシ、チー
クやアルビジア、竹などの建材や他の燃材が植え られ、その下 には雑穀、オカボ、イモなどの
作物 も植え られ る。 こうした人工景観の中にヒンドゥジャワ期の石造大伽藍が点在 している。
ヒンドゥ文化は先に述べた如 く、 この地の生態 と異質な文化であるが、それ自体変容を遂げる
と共 に、住民の生命原理を更に深 く耕 し、風土的規範の形成に貢献 した。この風土的規範 は大
陸側の地域と似ているのだが、現時点を考えると少 し違 う点 もある。それは社会全体に商業志
向の性格を強 く持つ ことで、住民側 にはコレクターや行商人、支配階層には商人王の伝統が強
く残 っている。住人が支配者を見る時の感覚に も商人王プラス神王 としての尊敬の念が色濃い。
こうしたことは生態生業構造の しからしめる点 と、 ヒンドゥとイスラームの重層によって ヒン
ドゥの神王観念が強められ こそすれ、弱め られは しなかったことによるのだろ う。
オランダ時代、 ジャワ島全島と、 スマ トラ、モル ッカ諸島、スラウェシの一部で商品作物の
プランテー ションが進められた。 ジャワの砂糖 キビ、茶、コー ヒー、チーク、スマ トラのココ
ヤシ、 タバ コ、ニ ッキなど、モル ッカ諸島の丁字、ニ クズク、 スラウェシの ココヤ シ、 コー
ヒーなどが主な もので、20世紀 に入るとスマ トラ、カ リマ ンタ ン、 スンダにゴム園が急増 した。
ジャワのサ トウキビは既存の水田や畑利用が基本線だった し、その他の木本作物は焼畑地や園





消失 は一般に想像 され るほど大規模 とは思えない。
勿論、オランダ植民地時代に住民は近代の経済功利主義に遭遇 した。農場の整然 とした配置
や、オフィス、工場、植民者の近代的建築群や、流通のための鉄道や道路の建造が進み、巨大
な汽船が行 き交 う状況を目に した住民は、近代経済功利主義の一端を理解 しただろ う。 しか し、
幸か不幸か、オランダ人植民者達が現地の専制支配体制を温存 して、その制度の上 に乗 る二重
支配構造 をとったことに依 ると思われるのだが、住民の風土的規範は意外なほど変形を受けな
かった。アジアでも最大規模の植民地収奪態勢に組み込まれなが ら、彼等は相変わ らず通過型




通過型土地利用のお陰で、この地域の森 と海は最近 までよ く保全されて きた。 しか し、 日本
や欧米諸国の戦後復興を受けて始 まったこの地域の開発は次第に加速度 を加え、1980年代の後
半か らは爆発的である。最 も端的には森林の消失にあらわであ る。そのきっかけは先進諸国の
木材需要急増で、為 にいままで手を付けられていなかったごく当た り前の林木に値が出て きた。
住民の生態生業構造が元金を食いっぶす方向に動 き始めた次第だ。
日本 は1960年代か ら熱帯材輸入を急激に拡大 した。WWFレ ポー トのデータによ ると、1952
年 に50万㎡だった熱帯材輸入が1960年には450万㎡に増 え、熱帯材輸入が ピークを示 した1973
年頃には2700㎡に達 した。1978頃か らイン ドネシアが丸太輸出規制を始 めて、 この値 は1980年
頃か ら1600万3程度に落 ち着いている。 この間の経過で、 ミンダナオの森林 資源は1970年代初
頭 までに澗渇 して しまった。その後にカ リマ ンタンの木材輸入が始まった。 これは丸太輸出禁
止措置により1980年代には減少するが、現地での合板製材用木材伐採は続 き、東カ リマ ンタン
はいまやわび しい疎林が残 るだけである。1980年以降は丸太輸 出を認めているサバ、サラワク
の丸太が日本の熱帯材輸入の9割 を占める。
熱帯林伐採の第二の要函 は世銀の指導で行われたイン ドネシアの移民開拓である。その影響
はとりわけ沿岸低湿地に著 しい。スマ トラ、カ リマ ンタンの沿岸部 には広大な低湿地があり、
9
1950年代にブギス人移民が川筋の開拓適地 にココヤ シ園や水田を開き始めていたが、川筋か ら
離れた泥炭湿地はコレクターの世界で、60mに達す る高木がびっしりと地表を覆 う湿地林が一
面に広が っていた。移民の受け皿 として この湿地林が1970年代以降大規模 に破壊された。大型
土木機械を駆使 して木を伐採 し、幹線水路、二次水路を幾何学的に配置、水路沿いには移民用
住宅を並べζ入植移民 に生活資材や数カ月分の飯米、種籾、苗木を支給す るとい う具合で、
ジャワ、バ リの土地無 し農民に自作地を持っバラ色の夢を振 りまいた。
ところが湿地林の土地 は大変な曲者で、ジャワ的な定着農業を支える肥沃な火山地と全 く違
う。地表を覆う熱帯泥炭は幻の如 き存在で、土地を乾燥 させ、耕作を続けるとどんどん消失す
る。厚さ1mく らいの泥炭だと排水 しただけで半分に縮み、10年耕作 を続 けるとはぼ消失 して
しまう。泥炭が消えると顔を出すのが青黒い色の、植物遺体がた くさん混入 したマングローブ
堆積土である。これは硫黄を4～5%も 含み、土が乾 くとこの硫黄が酸化されて硫酸を放 出す
る。硫黄含黄4～5%と いう値は大変な値で、新 しい掘削現場 に行 くと、化学薬品庫に入 った
ような薬品臭があ る。毒的酸性を放出す る土なのである。大陸側のデルタにもこの種の土 はあ
るが、強烈な乾季に酸化が進み、雨季の雨で硫酸が洗い流されるので、畝立てを して2、3年
放置すると硫酸が洗脱 され易い。3年 もすると畝に作物栽培が可能だ。 しか し、熱帯多雨林気
候では酸化が抑制 され、硫酸の洗脱がなかなか進 まない。開拓後20年経過 して も作物の実りは
一向はかばか しくない。大変な曲者なのである。
結局、逃げ出す移民の続出で、無人化 した村 もある。半分定着すれば、異常に良 い成績で、
そこは土が少 し違 うか らだ。農業開拓が目的だ ったとすると、この湿地林開拓は失敗 とい うべ
きだろう。労働力の分散が目的だ ったのな ら、計画は成功 している。逃げ出 した移民達 は伐採
会社や合板工場、その他の労働力需要を満たす ことになっているので。
更に、他の 「効果」も現れている。移民入植地の間の湿地林がどん どん減少 しているのだ。
2ヘクタールの割 り当て農地で食べてはいけない人々が虫食い状に残 された湿地林を伐採 し、
売れる材 は売り、焼畑を行 う。乾季は蕎を焼 く煙 と焼畑の煙で湿地帯 は濃い煙で数カ月間 日が
出ない。湿地帯の川をスピー ドボー トで走 ると下流に向か うにっれて煙は濃 くなり、水面 と空
の境は消え、五里霧中でゆっくりと走 る。その うち、煙の臭いが鼻につき、目が痛 くなる。乾
季 はスマ トラやボルネオの飛行場 は離着陸不能 となり、流れた煙でマ レー半島の飛行場 も影響
を受け、マ レーシア政府がイ ンドネシア政府に苦情をいう事態だ。
移民入植地に選ばれたもう一っの受 け皿 は丘陵部だ。 ここは毒性の土はないが、瘡悪土壌地
帯 だ。焼畑で既 に草原化 した地帯だったので、入植 に伴 う景観変化は湿地林 ほど劇的ではな
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かったが、育っのはゴムの木だけ というやせ土で食べてはいけないのは同 じことで、移民はこ
の丘陵地帯に広が りつつあるオイルパーム園の賃仕事に出て、またバ リサ ン山地山麓に残 って
いる熱帯多雨林で焼畑 と伐採を行 う。湿地林 と類似の現象が ここでも生 じ、やはり煙害が相当
強い。
結局、移民開拓 は言葉通 りの効果を生んでお り、定着農業型の勤勉なジャワ農民をジャワの
テ クノクラー トには未開 と見える土地に入植 させて、 ジャワ型の開発に従事 させている。 ジャ
ワ農民の勤勉さで、林を片付け、田畑を耕すのはジャワではプラスの効果を生むのだが、湿地
林で はマイナスの効果を生む。天然の林を園地 と人工林で置 き換えようという努力は実を結ば
ないだろう。その見方を裏書 きす るのが爆発的な林の消失である。
森林消失の もう一つの要因 はすべてを呑み込む勢 いで進行 しているプランテーション化であ
る。スマ トラの丘陵部で はゴムとオイルパームとパルプ用のアル ビジア、カ リマンタンではゴ
ムとアル ビジアが多い。 スマ トラのバ リサ ン山地では伝統的なスモールホールダーの コーヒー、




プラ ンテーシ ョン企業を作 り、周辺住民の生産物 もその中核 プランテーション企業が集荷 し、
地域全体の生産を増加させようという狙いである。従来、華人企業家が小農民への融資で開園
を誘導 していた方式を真似て、 もっと大規模にやろうという考え方である。地域毎 に中心を作
る考え方 はフィリピンのシュガー ・セン トラルにも近い。
こうしてイン ドネシアの外島 も天然林は保存林に僅かに残 るのみという状態が近い将来に生
じそうな勢いである。これだけ大規模な植生の削剥 は地方的な水熱条件の変化を引き起 こす こ
とが予想 され る。湿地林を例 にとると、朝方 は霜に包まれていたが、いまは矯が立たない。代
わ りに全体に煙が覆っている。地表の裸地化が著 しいラ ンポン州 は南スマ トラ州か ら入って く
ると全体に暑 さが厳 しいように感ずる。
東 カリマ ンタ ンの炭坑開発 は、いまのところ、面積が限定 されているが、高品質の炭層が ク
タイか らサ ンク リランまで伸びてい るので、将来相当大面積 になるか も知れ ない。現在、
KPCというオース トラ リアの会社が露天掘 りで鉱区をどんどん拡げている。植生 も表土 も剥





丁度ボルネオ有数のオラン ・ウータン棲息地で、炭坑住宅街 にオラン ・ウータンが屡々迷い込
む。KPC側は麻酔銃で捕獲 して他の地域へ移す ことを計画 して いる。人間との紛争で傷っい
た多数のオラ ン ・ウータンや、台湾の中国人がペ ットで飼 っていて怪我 、病気で手放 したオラ
ン ・ウータンを収容す る施設がバ リクパパ ンにある由だ。スマ トラで は林を追われた象の収容
所がランポンにあ り、サ ッカーを教え込んで、見世物用に貸 し出 していると霊長類研究所名誉
教授の川村先生 に聞いた。
林の中にある野生 ドリア ン、野生マ ンゴー、 イチヂク、豆の木、マングローブの実、諸 々の
ヤシの実、様々な果実やナ ッツ、潅木の葉や竹の葉、それらは林に住むオラン ・ウータン、象、
鹿、熊、猿、猪、ホー ンビル、イ ンコ、その他の動物の食糧である。林は人間は勿論これらの
動物 も養 ってきた。逆 に、動物が食 い残 した実、糞 と一緒に排泄された種 は生育がよ く、林の
再生に役立 って きた。この自然の連鎖を重視す るとい うより、それか ら独立 しては人間 も生き
ること能わずという認識が この地域住民の風土的規範の土台だ った。人間が必要を満たす装置
であ る水田や畑を開いた後 も、刈 り残 し株を放置 したり、精霊への供物の形で他の生命への配
慮を決 して忘れ はしなか った。現在の環境変貌 は、 自然の全ての恵みを人間だけが独 占す る形
で生 じている。独占意識が環境に反映されている。 自分で自分の基盤を掘 り崩 して、人は生を
続 けられるのだ ろうか。 もし生 き延びたと して、独 占の果てに寂真たる砂の海 となった環境に
幸福があるのだ ろうか。
海 と海辺の環境変貌 も急速である。とりわけ海辺の変貌が爆発的である。ス ンダ海の濁 った
海は陸と海の界面が広い。タイダルフラッ トとマ ングローブの幅が広 く、そ こに海 ・陸共働の
富栄養帯が作 られているので、漁民 はその幸に依存 した素朴な方法で魚貝を採集可能である。
タイダルフラッ トで三角網を人力で押 して歩いた り、船で押 し進む とか、潮汐差を利用 してマ
ングローブか ら干潮時に下が って くる魚をエ リで捕獲す るといった驚 くほど素朴な漁法がいま
も生 きている。 しかし、 この富栄養帯の 自然はいま、猛烈な圧力を受 けている。例えば、世界
のエ ビ流通量の2/3を買 い占め る日本 という巨大な市場があ り、漁師達 はこの富栄養帯 にエ
ビ捕 りのナイロン製刺 し網を十重二十重に張 り巡 らしている。地付 きの漁師は資源保全に極め
て敏感であり、こうした方法は聞 き込む と判 って くるのだが、短期決戦型の華人漁師や華入仲
買が誘導 した ものである。 ともか くお っかなびっくりで誘導に乗 っかった漁師達 もび っくりす
るほど、捕 って も捕 って もエビが捕れる。 しか し所詮 目算なしに自然が何処まで負荷に耐え ら
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れ るか、 どん どん負荷をかけている状態だ。漁師 も仲買 も20年はもつまいと思 っている。漁場
がへタッた ら漁場を変えねばなるまいという意見 も一致 している。
しか し、華人仲買達は別の方法 も考えている。それは比較的水の透き通 ったサ ンゴ海の海辺
でマ ングローブを開いてエ ビ養殖を行 うことである。 ジャワ島北岸や東 カリマ ンタ ン、南スラ
ウェシなど、珊瑚礁のある海の沿岸部で養殖池は古 くか らある。水の きれいな深い海 と珊瑚礁
を埋めたマングローブの組み合わせはエ ビの産卵地と稚エビの育成場を一揃 いで もっているこ
とになり、エビの養殖に適 している。 フロー レス海に面 した島々の砂浜海岸では女子供がバナ
ナの葉のフ リルのっいた長いロープを渦巻 き状にひいて歩 き、バナナの葉陰に集ま って くる稚
エ ビやボラの稚魚をタモです くう。集めた稚魚はマ ングローブを開いた養殖業者に売 る。エ ビ
養殖池が爆発的に増えたいまは、こういう悠長な方法だけでは追いつかないので、大 きな養殖
業者は専用の艀化場を もち、鱒化専門の業者 もた くさんいる。その場合 はアチェー近傍のイ ン
ド洋で捉えた見事な親エ ビか ら採卵する。 コンクリー ト製の艀化槽の中の稚エ ビはアメリカや
フランス製の餌を与えられて育っ。
こうしてフロー レス海、マカ ッサル海峡のマングローブは完全に姿を消 した。農民達 もエ ビ
ブームの分け前を得ようと、海岸部の潮の入 り易 い水田はエ ビ池 に変え、潮がかりの悪い水田
はボラ池 に変換を進めて いる。 しか し、こうした環境の単純化 は脆弱性 を露呈する。南スラ
ウェシ西岸一体で はインサン ・メラーというヴィールス病が1990年頃に現れ、いまや爆発的に
広が った。池を干 したり消毒す る能力の無い小経営池 はエビ収穫0の 状態である。消毒薬 と抗
生物質をまき散 らした池で育っエ ビ、それを大量 に食 う日本人に、碕形発生率が高まることを
恐れる。
日本人はタラコやサケの卵など魚卵が大好 きである。最近 はスシ屋で トビ玉っ まり トビウオ
の卵が出まわっている。 日本の トビ玉需要に目をつけた華人仲買達が大量に卵だけを漁獲する
方法を進めている。マカ ッサル海峡に面 したスラウェシの漁村では、以前からマカ ッサル海峡
中央部へ両アウ トリッガーでの出漁が盛んである。マグロやカツオ、 トビウオ、サメ、サバ な
ど回遊魚を捕獲す る。狭いアウ トリッガーくり船の洋上生活を1ヶ 月ほど続 ける漁師達 もまだ
多数いるが、華人仲買達からエンジン付きのパ トラニ船を貸与 され、5人1組 で乗 り込んで ト
ビ玉漁に従事する割合が急激に増加 している。4月 か ら9月 までの乾季の間、1ヶ 月1航 海を
数回繰 り返す。漁場では円筒形の笙にココヤシやバナナの葉の長 いフ リルをいっぱいっけて洋
上 に浮かす。葉に産卵に集 まって笙に入 り込んだ トビウオか ら採卵す る仕掛 けである。卵 も魚
も塩漬 けに して持ち帰 り、仲買 と漁師の間で収入を折半す る。 こうした漁師村は他村に比べて
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格段に家が立派であり、華人 と漁師は共存共栄である。それは結構な ことだが、 日本の胃袋は
巨大で、華人は徹底的に利を追求す るので、 トビ玉漁は トビウオ資源の前途に危険な兆候だと
思わざるをえない。
卵ではないが香港、 シンガポールの華人の グルメブームでハタの白蒸 しが大人気である。 こ
のハタはフロー レス海域の島々か ら生篭船で集荷 され、華人が生きた魚を消費地まで搬送する。
ハタは珊瑚礁外壁の底深 く、孔の中に生棲す るという。やはり華人仲買か ら貸与された船で出
漁 した漁師達は素 もぐりで、孔の中に居 るハタを手づかみにす る。麻酔葉を孔中に撒 くようだ。
海面へ 出るとハ タの浮き袋が膨張するので、そのままでは窒息 して死んで しまう。そこで胸 ビ
レから後ろへ3枚 鱗を数え、4枚 目との間か ら千枚通 しを斜あに刺 しこんで浮 き袋を破る。こ
の処置をすると生け賓の中で生 き延び られる。 この技術はやはり華人仲買が漁師に教え込んだ
ものだ。生 け貰 は島陰の洋上に網で作 り、魚が増えると運搬船が香港や シンガポールか らや っ
てきて、5ト ン、10トンとまとまった生魚 を運ぶ。輸送中の死亡率は25%位と相当高 い。死ん
だ魚は捨てる。
いまの ところは素潜 りだが、いずれアクアラングを付けて、捕魚能率を高めることになろう。
輸送 ロスを減 らす為に低温仮死輸送 という技術 も検討 されているそ うである。 しか し、そうい
う技術の研究は核兵器や毒ガス兵器の開発 と同 じだという気がする。技術 はすべて両刃の剣で
あるので、よく切れ るようにす ることは、それを利用する社会的規範の方 も強める手だてが必
要だろ う。強欲を野放 しに して両刃の剣を磨 き、人間が自然の独占を図ることはこの地域の規
範を崩 し、自然を次第に澗渇 させ、己の物質的基盤 も崩す ことになる。 日本人 も南方の華人 も
食べすぎである。先進社会は紙を使 いす ぎ、石油石炭を使 い過 ぎである。
違 う見方 もあろ う。自然のキャパ シティは大 きいので少 々食べす ぎたとして も澗渇はしない。
熱帯林 を真似た複層構造のプランテーシ ョンに し、ニ ッチェを増やせばよかろう。熱帯の光と
熱を充分に利用するプランテーションは地域の特質を生か した勝れた産業である。収入を上げ
貧困を克服 し、車や電気製品が入 ることは進歩ではないか、北の住民のみが豊かさを味わって
いて、南の人間に貧 しさを押 しっけるのは傲慢である、と。不公正なアンバラ ンスは正 さねば
な らない。 しか し、君たちの哀れな生活 は捨てて、我々のモデル に近 づきな さいとい うのは
もっと傲慢である。自然を見下 し、南の世界の風土的規範を無視 している。
それぞれの小さな社会を律する人工的規則はあ って も、風土的規範 を忘れて しまった北の住
民には理解で きないか も知れないが、規範の有効性 は人間の力の及ばない存在があるという認
識 と対にな って始めて発揮 しうる。数10mの高木、まして数千年を経た森林、これは人間の力
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の及ぼない存在、人間の住めない痒癒の地、そ うした生態環境が物理的にそこに存在 して こそ
風土的規範が形成 され、独 自の魅力を持つ様 々な風土が生 き続 きうる。未来を切 り開 く多様な
価値観が生 きられる。地球環境保全 という課題はこうした風土的規範が無ければ実現 しえない。
現状はそれを忘れて しまった北の人々が指導にあた っているという誠に不幸な逆説がある。そ
して現在、 この地域で も生態環境が拭い去 られようと している、近代的生活の豊かさと引 き換
えに。世銀やADBやJICAや、現地政府、華人企業家や日本の企業家達が、豊かになるのを
手伝 ってあげま しょうといいなが ら、住民の風土的規範を引き剥がそ うとしている。住民を善
玉 に描 きす ぎる意図はないが、 ともか く1970年代まで生態環境を保全 してきたのは彼等の身に
っいた風土的規範だ った ことを誰 もが忘れて しまっている。そ して引 き剥がそ うとす る外の力
の強さに比べて、抵抗する力はいかにも弱い。どうすればいいのか、生態学者 も、経済学者 も、
哲学者 も、政治学者 もしっかり考えて欲 しい。
コ メ ン ト
吉 田 集 而
地域研究 と生態環境 というのがこの班のテーマですが、地域研究というものにはいくらかの
思想的なバ ックグラウン ドがあるわけです。例えば、梅樟忠夫のよ うに地域 というのは文明単
位であるという考え方 もあり、あるいは地域研究 というのは新 しい学問の創出であるという考
え方 もあります。生態環境班はそういう点で は少 しバ ックグラウン ドが違 うのではないかと私
は考えています。典型的には高谷 さんの世界単位論がそれに対応するのではないかと思 います。
世界単位という独 自の世界があり、独自の価値観を持 った安定的な地域 というものがある。そ
して、それぞれの地域が共存 してい くのが望 ましい。すなわち、多様な価値観を持 った世界単
位 という世界が共存 してい く形が望ま しいとい う考え方です。 ここでいう、地域 という世界単
位は、明 らかに生態環境 の上に成 り立 っています。そういう点では、世界単位である地域を守
る、ひいてはそれは生態環境を守 るという筋道の上 にた ってゆ くわけです。古川 さんの今回の
発表 も基本的にはこうい う考えの上に立っていると私 は見ま した。人類史はい ってみれば、人
類 による環境破壊の歴史ということができると思います。古川 さんが安定的風土 という風に発
言されましたが、本当にそうなので しょうか。それは時間のスパンの問題であろうと思います。
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非常に短 い時間で見ると、た しかに少 し前までの地域像、世界像 とい うのはかなり安定的に見
えます。 もっと長い人類史 というスパ ンで見 ると、明 らかに人類 とい うもの は自然を破壊 し続
けて成 り立 ってきた。い ってみれば自然破壊 は人類史の正当なる道筋であ ったと考えることも
で きます。 しか し、最近の変化は極めて急激な ものです。一つは非常に短い時間での変化は到
底調和的にはな らない。そのために様々な問題が析出していると考え られます。その変化の一
つの理由は人 口の急増です。そ して世界経済 に組み込まれたということが、 こうした大 きな変
化 に向かっている一つの理由だろうと思います。 このままこの活動が続 けば、果た して安定的、
平衡的な状況が出て くるかどうか。 これは私の勝手な意見ですが、究極の自然破壊というもの
に向か っているのが私達の人類史のほぼ宿命的なものではないか と思います。
しか しなが ら、先ほどの世界単位、地域像 というものか らものを見るとかな り変わ った形が
また出てきます。
いま自然破壊 と申しましたが、実は自然破壊を最 も典型的 に行 っている場所は都市です。人
類 はこれまで快適 な生活、豊かな生活を求めて活動 してきま したが、それが実現 されていると
ころは都市です。自然を破壊 し尽 くした都市、その中にこそ私達 はいま、快適で豊かな生活を
享受 しています。 しか し、都市が成立 している基盤は、都市への人の集中、富の集中、情報の
集中、そ して権力の集中によってなされています。特に物事 を動かす都市の権力への集中は極
めて重要な問題です。都市は周 りの田舎を搾取することによ って成立 している。世界的に見れ
ば、都市的国家が田舎的国家を搾取 し、田舎的国家の都市が田舎を更に搾取す るという構造 に
なっています。
生態環境 に調和 した地域像 とい うものは、都会に対する田舎の論理です。生態環境 と調和 し
た世界像 というものが果た して成立するのかどうか、あるいはいい方を変えれば、田舎の逆襲
ということが可能なのであろうかと思うわけです。田舎からそういう事を可能にするよ うな道
筋は初めか らないで しょう。む しろ都市に権力が集中 している。その権力のあり方を変える事
が一っではあろうと思います。 また、これまでの人類史は人類による破壊の歴史であり、そ し
て、 これがいままでの人類史のむ しろ正道であろうと申し上げま した。未来永劫 もそうである




すが、そ ういうものの放棄ということもこの中には含まれて くるで しょう。物を もう作 らない
16
とか、 もう車は乗 らないとか、電気 はほとん ど使わないとか、物を捨てないとか、非常 に違 っ
た形の価値観を持たなければな りません。おそ らくその転換する方向は、豊かさとは反対の方
向へ向 うしかない。それ は物質的な ものではな しに、む しろ知的 ・精神的な世界の豊かさへ と
いう形に向か うしかないのではないか と思います。私は人類 というのは極めて知恵のある賢い
ものだ と思いますが、同時に同 じほどに愚かな ものだという印象を拭 うことがで きません。お
そらく自然破壊を し尽 くした上で、初めて こうした人類の新 しい道筋が、あるいは新 しい方向





い木を植え、遠 くか ら見れば何とな く森のよ
うに見えます。けれどもそれがその自然生態
の上ではどういう決定的な違いがあるのかと


































































































































友杉 東南アジアですか らユダヤ、キリス ト
教の宗教思想が入 ってくるのはず っと後にな
りますね。
古川 古代にも入ります。 ヒンドゥ文化、特
にウパニシャッ ドに砂漠の一神教的な考え方
が入ってきているというふうに考えています。
ウパニシャッド・ヒン ドゥの伝統というのは
一方では一神教的、アー トマ ン、ブラフマン
の考え方、そして他方にはインドの乾いては
いますけれども、乾性林の中にある種々の生
命の営みとそこに目を向けたアニ ミズム、そ
の両者に足を置いていると考えています。こ
うした形で人間中心思想はボロブ ドゥール、
プランバナ ン、モンクメール帝国の石像寺院
を作る段階で入ってきていると考えています。
